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株式会社ビジネス社（東京都新宿区 代表取締役：唐津隆）は、新刊書籍「どうする⁉感染爆発‼」を 2020 年 8 月 26 日に

発売いたしました。ぜひ、貴メディアにてご紹介いただけますと幸いです。 
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京新聞経済部、ブリュッセル支局長、論説副主幹などを経て退社。1953 年生まれ。政府税制調査会委員、財政制度等審議会臨時委員、規制改革会議委員、
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昭和 62 年大阪大学医学部卒業、米国スタンフォード大学循環器科研究員・客員講師、大阪大学助教授を経て、平成 15 年より大阪大学大学院医学系研究

科臨床遺伝子治療学寄附講座教授（現職）。日本血管認知症学会理事長、日本遺伝子治療学会副理事長、日本抗加齢医学会副理事長など各学会の理事

を務めるほか、内閣官房健康医療戦略室戦略参与（本部長：安倍晋三内閣総理大臣）、大阪府・大阪市特別顧問を務める。 

 

【お問い合わせ先】 株式会社ビジネス社 広報担当：松矢 〒162−0805 東京都新宿区矢来町１１４番地 神楽坂高橋ビル５F 

E-mail : matsuyapress@gmail.com 携帯: 09072611982 TEL03-5227-1602 / FAX 03-52271603 
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◆日本は国産ワクチンを開発できるのか⁉ 
第二波、後遺症、ウイルス変異など長期戦となった新型コロナに終止符を打ち、次の覇権を決

めるワクチン開発。中国は人民解放軍が治験を始め、米欧は億人分単位でワクチンを確保し、

アジア各国は日本に熱い視線を注いでいる。未曽有のバイオバブルに最先端の研究者でさえ

偽情報に惑わされる。いったい何が本当なのか、オールジャパンのワクチン戦略はどうなるの

か。ワクチン開発の第一人者、森下教授と長谷川幸洋の核心対談、第 2 弾! 

◎問題は日本が鎖国を解いたとき ◎東京五輪は本当に開催できるのか!? 

◎新型コロナウイルスの初感染者が出たのは昨年８月だった! ◎ワクチン製造部品の熾烈な奪

い合い ◎オールジャパンが集結した「チームアンジェス」のワクチンが治験開始 ◎貴重な患者

の血漿（けっしょう）はすべて廃棄されていた ◎罹っても再感染が防げる保証はない新型コロナ 

◎習近平が「香港国家安全維持法」導入を急いだ理由 ◎「海上保安庁の発砲」が尖閣侵略の

引き金を引く？ ◎中国がアメリカに絶対に勝てない理由 

「日本が米中の橋渡し役に」はあり得ない◎ワクチンを「戦略物資」にし、世界支配をもくろむ中

国が狙う台湾とベトナム 

◎20 日間で開発された副作用のない DNA ワクチンが日本を救う 

 

第１章 日本は本当に鎖国を解けるのか？     第２章 真犯人はやはり中国だった     第３章 世界のワクチン開発の現状 

第４章 国策としてのワクチン開発     第５章 「ウィズ・コロナ」で何が変わるのか     第６章 「危険なモンスター」と化した中国 
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PRESS RELEASE 
2020 年８月 新刊発売のご案内 

『どうする⁉感染爆発‼‼』  
 

ワクチン開発第一人者、森下竜一教授を長谷川幸洋が直撃する 

『新型コロナの正体』第二弾！  

著者への取材、企画ご協力、読者プレゼントご対応も承ります。 


